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集団内における迷惑行為への対処
一部活動 ・サークlレ集団に所属する大学生を

対象とした面接調査から一

尾関美喜*1・吉田俊和判

Coping with Inconsiderate Behaviors in 

Groups: From Interview with 

University Students Who Belong 

to Varsity Clubs at University 

Miki OZEKI*I and Toshikazu YOSHIDA判

TI1e aim of this stlldy were to discuss reasons for judgment of 

inconsideration and coping behavior with inconsiderate behav-

iors. An interview was conducted on 7 llniversity students who 

belonged to varsity clllbs at llniversities. Reslllt suggested that 

anxiety for matters brought by an inconsiderate behavior cOllld 

be a criterion for a jlldgment of inconsidcration and that attach 

ment to in-group promoted coping behaviors with inconsiderate 

behaviors 
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問題と目的

集団活動を行ううえで，集団の円滑な運営を妨げたり，

集団内の人間関係を恕化させたりする原因どなる行為が見

られるこピがある。行為者にはその意図がなくても，認知l

者が迷惑だと感じている こともあるだろう。このような集

団内における迷惑行為について，生起，認知過程が明らか

にされてきた(尾関 ・吉田， 2005， 2007)。 しかし，迷惑認

知の恨拠や，迷惑を認知した|際の対処行動，およびそれら

の規定因はまだ明らかにされておらず，有効な対処策は見

いだされていない。そこで本研究では，大学生の昔11活動 ・

サークノレ集団内で、迷惑行為が生起した場合に，迷惑だピ認

知lした理由および対処行動を，組織コミットメントピの|期

連から検討する。
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短報

方 土
品

2007年 9月に，部活動 ・サークノレに所Jmする大学生 7

名(男性 3名，-/;(性 4名)を対象どして半品目造化而桜を

行った。面桜井I象者は，同年 5)=1 ~7 月にかけて ， 9団体

を対象に実施した質問紙調査の中で面接調査への協力者を

募集した際に協力を昨lし/:1:¥た回答者であり，質問紙調査で

は組織コミットメント(高木 ・石田 ・主主圧し 1997) に回答

していた。なお， 5名が体育会系団体， 2名が文化系団体

の成員で，これらの団体はすべて異なっている。面接は第

一筆者 ピ大学生 l名のいずれかによって，対象者 l名につ

き約 30分間行われた。i7ii接対象者は 1I所属集団内でみ

んなが迷惑だピ思っていることは何かJ12その行為をど

う思うかJ13 その行為を見たらどうしようと思うか」の

三つの質問に回答し，而桜担当者が面接I:I~ に用紙に記入し

た。

結果と考察

対象者の組織コミッ トメン卜について，愛着的コミ y ト

メント(以下 AC)，存続的コミットメン卜(以下 CC) の

合計尺度得点が，それぞれ質問紙制査の回答者 166名の平

均値 (ACJ¥lI=30.6; CC M= 18.5)を基準どして高桝の場合は

1-1，低1i(，の場合は Lピした。各対象者の属性と回答を lable

lに示した。

回答から，集団によって迷惑行為 とされる行為が異な

り，行為によって判断理由が異なることが示された。そし

て，迷惑行為の結果と して生じるこピが予惣される事態へ

の懸念が迷惑認知!の根拠であることが示された。質flrJK:l.i調

査による研究では(尾|葉|・ 吉田，2005， 2007)，判断Jjl!由が

行為によって異なる点を|明らかにすることができておら

ず，認知者が個々の迷惑行為の結果ピ して予iWIする事態を

扱うことが困鮒であった。それゆえにこれらの要因が迷惑

認知の規定囚であることを明らかにできなかったことを考

えるど，ここで得られた知[見は非常に重要な視点を提示し

ているといえよう。

迷惑行為への対処行動については，特に ACの低い成員

は，行為を迷惑行為ピして認知しても，その生起を強く問

題視してはいない面もあり，自ら積極的に対処しょうどは

しない傾向がある こどが示唆された。他方， ACの高い戚

員は，所属集団に主体的かつ積極的にかかわるからこそ迷

惑行為を意識しやすく，積極的に迷惑行為を抑制す一るこど

をケ志向する傾向があることが示唆された。これは，所属集

団どの心政的なつながりが強い成員ほど，迷惑を強く認知l

し(尾|葉1.吉EEJ，2007)，集団に貢献しょうどする (Elle-

mers， Doosje， & Spears， 2004)どいう先行研究の知見ど一致

する。以上を総合するピ，所属集団へのかかわりの強さ

が，迷惑行為への対処行動の規定因のーっと考えられる。
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Table 1 組織コミットメン卜ど迷感行為への対処行動

対象者七七日1)学年 団体 AC CC l 迷感行為

男 3 体育会系 H H 

男 2 文科系 L H 

男 l 体育会系 L H 

4 女 3 体育会系 H H 

女 3 文科系 H L 

遅刻や忘れ物

Osや上級生への気遣い不足

目立つ問題はないが;，音、見

の対立

バイトを重視して練習しな

い先I{l

安全への配慮

{上革手のミス

役l級決めでの際めごピ

準備に参加しない

遅刻

6 女 2 体育会系 H H ほピんどない

7 女 2 体育会系 L H 
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口で言えることは言 う。ただ，

自分は性格的には言わないほう

なので， {Iド附の<1"でちょっと相

談して，言う役割lの人がびしっ

ピ言う。

ピりあえずs ほっピく 。あまり

にひどかったら止める。自分が

まとめなくてはならないときが

くれば，やると思う。

(行為者が)仲のよい人なら，

その人ピ話してみる。

(役職上)悠ったり ，怒鳴った

りする。

恕いことは怒いと言わないピ，

どうしようもなくなる。

仲裁に入るこどもある。

上の学年ピも話すようになった。

話し合いの結果や反省を Web

上に残した。

今ある ことはたいしたこピない

ので，特に何もしなし、。

同学年どうしで注意しあう。
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